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五城目高校ホームページ：http://www.gojome-h.akita-pref.ed.jp/

五城目高校のわだいを定期的にお届けします!

【短期大学(保育系)合格者】
面接者：志望動機を教えてください。
３年生：こどもの幸福を願って一人ひ
とりに寄り添い、個性を引き出す保
育士を目指したいと思います。オー
プンキャンパスに参加し、明るく優
しそうな先生方を見て自分の夢に向
かって頑張れると思い志望しまし
た。
面接者：生徒会に入っていた心境を教
えてください。
３年生：生徒会でいろいろなことに挑
戦して、楽しく活動をすることがで
きました。様々な行事で協力しなが
ら達成することができて良かったと
思います。

【地方公務員合格者】
面接者：志望動機を教えてください。
３年生：職員として、地域の魅力を生
かした観光業や生産業の発展による
交流人口の増加を目指し、地域に貢
献したいと考え志望しました。

【１・２年生からの質問】
質問者：就職に向けて２年生からやっ
ておいた方がよいことは何ですか。

３年生：３年生では面接練習がありま
すが、自分から先生に練習のお願い
に行く必要があります。１回でも面
接練習ができないと差がついてしま
うので、日頃から提出物などの期限
を守るなど、しっかりとした気持ち
をもつことが大事です。

２月７日㈬に視聴覚室で開催した「キャリアアップ集会Ⅱ」に、１・２年
生が参加しました。この集会は、１・２年生の進路意識を高めるために企画
したもので、進路が決まった３年生による面接の再現を行い、その後、１・
２年生による３年生への質問コーナーを設けました。
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粉雪が青空に映える森山

「キャリアアップ集会Ⅱ」を実施

五城目町の皆さま、Aloha ！集落支援員の八嶋美恵子で
す。例年より暖かい3月。山菜や冬眠中の動物たちの行方
が気になる今日この頃です。

先月のコラムで、この町が魅力的な理由は、「暮らしの導
線上で、ちょっとした『対話』が自然と起こる環境がたく
さん育まれていること」と書きました。

五城目町のそれぞれの集落や馴染みの場所で育まれてき
た関係性が、実はこれからの暮らしを支える大きな鍵になっ
ていくのではないかな、と感じています。

というのも、サービスとしての社会保障、介護、福祉な
どに限界のある今日、従来のように支援を一方的に「する側・
される側」に分かれるのではなく、「できる人が・できるだ
け」支え合う仕組みが、サービスを提供する側にとっても
受ける立場になった時にも心地よいのではないでしょうか。

そんな時「ちょっとした『対話』のできる関係性」が、
互いにちょうど良い距離感で支え合う、ケアのひとつの形
になるようです。最近気になって読んだ本に、以下のよう

な表現がありました。
「ケアする都市とは、ケアワークが

分散された様々なコミュニティのエコシステムであり、高
度に専門化した専門家から、特別な知識もなく時間もない
が多くの善意を持つ家族、友人、隣人まで、様々なスキル
や責任を持つ多くの人びと、グループ、組織が関わっている」

（エツィオ,p189）
「向かわなくてはならないのは ...... 人々が能動的になり、

共同でき、コモンズを生み出したり、互いのため・地球の
ためのケアを生み出したりする能力を支える。そんなサー
ビスがあるような社会である」（同,p151-152）

このような社会をつくるには、自然に任せるだけではな
く、一人ひとりが「ちょっとずつ」意識して互いをケアし
合う雰囲気づくりが必要なのだと思います。

わたしは、日々出逢う皆さまの暮らしの知恵やお互いの
支え合いの工夫を教えていただいていると、それができそ
うだと思えてきます。

参考：エツィオ・マンズィー二『ここちよい近さがまちを変える ケアとデジタルによる近接のデザイン』（2023）

今後の予定

３月 1日㈮　卒業証書授与式
３月 5日㈫　１次募集学力検査日
３月13日㈬　�１次募集合格発表日
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